
国
交
省
に
よ
っ
て
埋
立
承

認
撤
回
の
効
力
を
取
り
消
さ

れ
、
工
事
が
再
開
さ
れ
た
と

の
報
を
聞
き
、
昨
年
十
一
月

二
七
日
〜
三
〇
日
の
四
日
間
、

辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み

行
動
に
行
っ
た
。

「
工
事
再
開
」
と
は
言
う

も
の
の
現
地
の
人
の
説
明
に

よ
る
と
、
そ
の
実
態
は
、
ア

リ
バ
イ
的
に
「
周
辺
業
務
」

を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
、
土

砂
の
投
入
や
護
岸
の
延
伸
工

事
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
現
在
、
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
で
進
行
中
の

工
事
は
三
種
あ
り
、
一
つ
は

兵
士
の
厚
生
施
設
移
転
工
事

の
た
め
の
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
、
二
つ
目
は
基
地
か

ら
国
道
３
２
９
号
を
く
ぐ
っ

て
い
る
道
路
の
拡
幅
工
事
、

そ
し
て
三
つ
目
は
Ｋ
９
護
岸

の
延
伸
工
事
。
し
か
し
こ
の

工
事
は
、
栗
石
を
岸
壁
に
山

積
み
に
し
て
い
る
だ
け
で
、

実
際
の
工
事
に
は
着
手
で
き

て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
『
ア
リ
バ
イ
工

事
』
ゆ
え
に
、
工
事
用
車
両

の
入
る
時
刻
は
、
以
前
の
よ

う
に
不
規
則
で
は
な
く
九
時
、

十
二
時
、
十
五
時
と
一
日
三

回
、
定
時
だ
っ
た
。

十
一
月
二
七
日
朝
、
県
庁

前
九
時
発
の
オ
ー
ル
沖
縄
会

議
の
大
型
バ
ス
で
現
地
に
向

か
っ
た
。
バ
ス
に
は
計
十
八

人
が
乗
車
し
て
い
た
。
う
ち

県
外
か
ら
は
、
北
海
道
、
群

馬
、
千
葉
、
東
京
、
横
浜
、

大
阪
の
計
七
人
。
辺
野
古
到

着
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
紹
介
や
参
加
の
動
機
、
決

意
な
ど
を
語
り
あ
う
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
た
。
辺
野

古
に
は
複
数
回
来
て
い
る
人

が
多
く
、
年
間
一
〇
〇
日
以

上
滞
在
し
て
い
る
と
い
う
人

も
居
た
。
し
か
し
、
相
変
わ

ら
ず
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

こ
の
点
で
は
寂
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。

到
着
し
た
日
は
座
り
込
み

開
始
一
六
〇
四
日
目
。
建
設

側
の
ゲ
ー
ト
前
「
防
御
」
方

法
は
、
以
前
に
の
よ
う
な

「
カ
マ
ボ
コ
車
の
置
き
っ
放
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( １４ )

基
地
建
設
は
止
め
ら
れ
る
！

全
港
湾
大
阪
支
部

昨
年
末
に
、
沖
縄
現
地
で
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
の

闘
い
に
参
加
さ
れ
た
全
港
湾
の
仲
間
に
、
現
状
報
告
を
含
め

て
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

編
集
委
員
会

現在のゲート前。水タンクが並んでいる



し
」
は
も
っ
た
い
な
い
と
で

も
考
え
た
の
か
、
代
わ
り
に

昨
年
の
四
月
か
ら
は
、
重
さ

三
〇
〇
㎏
は
あ
り
そ
う
な
水

槽
の
タ
ン
ク
を
二
五
個
ほ
ど

並
べ
て
、
進
入
を
阻
止
す
る

形
に
変
わ
っ
て
い
た
。

私
た
ち
は
車
両
到
着
三
〇

分
前
の
八
時
半
か
ら
第
一
回

目
の
座
り
込
み
を
開
始
。
工

事
車
両
は
、
遠
方
で
隊
列
を

整
え
て
、
パ
ト
カ
ー
に
先
導

さ
れ
て
（
！
）
や
っ
て
く
る
。

ゲ
ー
ト
前
の
隊
列
は
、
奥
か

ら
、
緑
色
の
大
型
の
網
柵
、

そ
の
前
列
に
ア
ル
ソ
ッ
ク
の

ガ
ー
ド
マ
ン
が
二
〇
人
（
人

数
は
決
ま
っ
て
い
る
！
）
、

そ
の
手
前
の
道
路
側
に
私
た

ち
が
簡
易
椅
子
を
置
い
て
座

り
込
む
。
座
り
込
み
者
は
一

列
に
二
五
人
ほ
ど
が
並
び
、

人
数
に
応
じ
て
列
が
増
え
る
。

私
た
ち
の
前
に
は
阻
止
用
の

水
タ
ン
ク
が
並
び
、
そ
の
後

ろ
の
車
道
に
機
動
隊
が
立
ち

は
だ
か
る
。
こ
の
た
め
、
車

道
は
車
が
通
れ
な
く
な
る
。

座
り
込
み
隊
は
、
数
人
の

ア
ピ
ー
ル
等
の
後
、
「
沖
縄

今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ
う
」
と

「
座
り
込
め
こ
こ
へ
」
を
全

員
で
歌
う
。
こ
う
し
て
い
る

う
ち
に
機
動
隊
が
「
立
ち
退

け
」
と
警
告
を
繰
り
返
す
。

三
回
の
警
告
後
、
「
排
除
！
」

の
命
令
と
共
に
ゴ
ボ
ウ
抜
き

が
始
ま
る
。
昨
年
は
、
横
の

人
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
簡

単
に
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
し

た
が
、
機
動
隊
員
が
、
見
え

な
い
よ
う
に
ヒ
ネ
る
な
ど
し

て
腕
を
痛
め
る
人
が
続
出
し

た
の
で
、
今
は
、
ス
ク
ラ
ム

は
組
ま
ず
個
人
で
抵
抗
し
て

い
る
。
し
か
し
、
悔
し
い
が

こ
の
分
、
抱
え
ら
れ
る
の
は

早
く
な
る
。

私
は
「
歩
き
ま
す
か
？
」

と
訊
か
れ
た
の
で
（
機
動
隊

員
は
一
応
、
全
員
に
こ
の
よ

う
に
言
う
）
、
「
ア
ホ
か
！

歩
く
ぐ
ら
い
な
ら
座
り
込
む

か
！
」
と
言
う
と
、
両
腕
と

足
を
三
人
が
か
り
で
抱
え
ら

れ
て
、
歩
道
上
に
造
ら
れ
た

「
檻
」
ま
で
運
ば
れ
た
。

「
檻
」
と
は
、
車
道
と
歩
道

の
境
に
金
属
製
の
衝
立
を
並

べ
、
連
れ
て
き
た
座
り
込
み

者
を
衝
立
の
向
こ
う
側
の
歩

道
に
「
捨
て
る
」
。
排
除
者

の
両
側
に
は
機
動
隊
員
が
柵

代
わ
り
に
立
ち
は
だ
か
る
の

で
、
も
う
一
度
、
座
り
込
み

に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
、
三
〇
分
程
度
で

排
除
を
終
え
て
車
が
入
り
出

す
。
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ゴボウ抜きされて歩道に運ばれる反対派



私
が
滞
在
中
、
搬
入
車
両

は
栗
石
を
積
載
し
た
ダ
ン
プ
、

ミ
キ
サ
ー
車
、
バ
ラ
セ
メ
ン

ト
車
な
ど
が
、
二
七
日
は
百

十
四
台
、
二
八
日
は
百
三
十

八
台
、
二
九
日
は
百
五
十
七

台
、
三
〇
日
は
百
四
十
二
台

と
、
い
ず
れ
も
一
〇
〇
台
を

超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
昨

年
八
月
初
旬
の
最
大
五
〇
〇

台
超
と
い
う
数
か
ら
す
れ
ば
、

非
常
に
少
な
い
。
や
は
り
、

埋
立
用
土
砂
の
投
入
は
海
か

ら
行
い
、
大
浦
湾
側
は
、
例

の
“
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
状
海
底
”

と
い
う
こ
と
で
、
本
格
的
な

工
事
が
で
き
な
い
た
め
と
思

わ
れ
る
。

座
り
込
み
者
は
お
お
よ
そ
、

二
七
日
・
一
六
〇
人
、
二
八

日
・
三
六
〇
人
、
二
九
日
・

一
四
〇
人
、
三
〇
日
・
一
四

〇
人
と
い
う
数
だ
っ
た
。
曜

日
で
は
、
や
は
り
「
集
中
行

動
日
」
の
水
曜
日
は
多
く
、

一
日
で
は
十
二
時
の
時
間
帯

が
最
も
多
い
。
県
内
は
オ
ー

ル
沖
縄
会
議
が
北
部
・
中
部
・

南
部
と
分
け
て
い
て
、
毎
日
、

そ
の
地
域
の
各
市
町
村
か
ら

参
加
し
て
く
る
。

基
地
内
は
、
す
ぐ
に
全
四

車
線
の
広
い
道
路
に
な
っ
て

い
る
が
、
座
り
込
み
が
続
い

て
い
る
た
め
に
、
片
側
し
か

使
え
な
い
。
そ
の
上
、
搬
入

車
両
が
全
部
入
っ
た
後
に
、

出
場
車
両
が
一
斉
に
出
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
座

り
込
み
自
体
は
短
時
間
で
排

除
さ
れ
る
が
、
も
し
、
座
り

込
み
が
な
け
れ
ば
、
四
車
線

を
フ
ル
に
使
っ
て
、
常
時
車

両
が
出
入
り
し
、
工
事
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。
こ

の
意
味
で
は
、
座
り
込
み
は

非
常
に
有
効
で
あ
る
し
、
結

果
、
工
事
は
当
初
予
定
よ
り

す
で
に
四
年
も
遅
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
一
秒
で
も
一

分
で
も
工
事
を
遅
ら
せ
る
決

意
で
あ
り
、
一
人
で
も
多
く

の
人
が
座
り
込
み
行
動
に
参

加
す
る
よ
う
、
呼
び
か
け
て

い
る
。

二
八
日
、
二
九
日
の
夜
八

時
過
ぎ
か
ら
、
夜
間
飛
行
訓

練
な
の
か
、
オ
ス
プ
レ
イ
が

不
気
味
な
轟
音
を
響
か
せ
な

が
ら
、
二
時
間
以
上
に
亘
っ

て
辺
野
古
の
住
宅
地
の
上
空

を
飛
ん
で
い
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
『
住

宅
地
の
上
空
飛
行
』
に
つ
い

て
、
一
言
も
言
え
な
い
、
言

わ
な
い
日
本
政
府
に
、
改
め

て
情
け
な
さ
を
感
じ
た
。

第２８９号 ２０１９年１月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( １６ )

排除開始直前。工事用車両が遠方で待機 「
一
秒
で
も
一
分
で
も
遅
ら
せ
る
」
決
意
で
た
た
か
う



新
基
地
の
滑
走
路
は
二
二

〇
〇
㍍
と
普
天
間
の
二
八
〇

〇
㍍
よ
り
短
く
、
米
軍
は
、

民
間
施
設
（
那
覇
空
港
）
の

使
用
を
求
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
「
米
側
と
の
協
議
ま
た

内
容
の
調
整
が
整
わ
な
け
れ

ば
、
返
還
条
件
が
整
わ
ず
、

（
普
天
間
基
地
は
）
返
還
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
る
」
（
二

〇
一
七
年
六
月
十
五
日

参

院
外
交
防
衛
委
員
会
で
の
稲

田
防
衛
大
臣
発
言
）
。
こ
ん

な
馬
鹿
な
話
が
あ
る
か
！

昨
年
十
二
月
十
四
日
か
ら

防
衛
省
は
、
琉
球
セ
メ
ン
ト

の
岸
壁
か
ら
土
砂
を
積
み
込

み
、
辺
野
古
南
岸
に
投
入
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か

に
工
事
の
変
更
で
あ
り
、
知

事
の
許
可
な
し
に
は
で
き
な

い
。こ

の
よ
う
に
、
違
法
だ
ろ

う
が
な
ん
だ
ろ
う
が
お
構
い

な
し
の
強
引
な
や
り
方
で
、

軟
弱
地
盤
や
活
断
層
の
存
在

す
る
超
難
関
工
事
を
、
「
膨

大
」
と
言
う
に
は
余
り
に
も

大
き
す
ぎ
る
国
家
予
算
を
つ

ぎ
込
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
続

け
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。
私

た
ち
が
闘
い
続
け
る
な
ら
ば
、

基
地
建
設
は
必
ず
阻
止
で
き

る
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

＊
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
辺
野
古
・
高
江

の
日
々
の
出
来
事
は
、
ブ
ロ

グ
「
チ
ョ
イ
さ
ん
の
沖
縄
日

記
」
を
読
む
と
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

昨
年
の
大
阪
府
警
に
よ
る

関
生
支
部
へ
の
不
当
弾
圧
に

対
し
て
、
一
月
一
日
の
一
〇

時
か
ら
、
大
坂
城
の
教
育
塔

前
で
「
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の

大
弾
圧
を
許
さ
な
い
実
行
委

員
会
」
が
主
催
す
る
集
会
、

府
警
本
部
を
一
周
す
る
デ
モ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
地

に
は
、
二
〇
〇
人
を
超
え
る

仲
間
が
結
集
し
、
大
成
功
の

集
会
＆
デ
モ
に
な
り
ま
し
た
。

不
当
拘
留
の
仲
間
の
早
期

奪
還
へ
、
共
に
闘
お
う
！
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( １７ )

組
合
つ
ぶ
し
の
権
力
弾
圧
に
反
撃
を
！

元
旦
行
動
に
二
〇
〇
人
結
集

昌
一
金
属
支
部

Ｋ


